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生物は祖先が持っていなかった新しい形質を次々と生み出しながら進化してきた。
そして、新規形質の多くは、いくつかの性質が整って初めて有利になるような複合
形質である。新規複合形質はランダムな突然変異の蓄積だけで説明できるのか。あ
るいは未知の進化機構が存在しているのか。この問題を解くには、新規複合形質を
遺伝子のレベルに還元し、それらができあがるメカニズムを解明し、さらに、近縁
種との比較から進化過程を推定することが必要である。我々は、ゲノム解読と改変
技術の革新を助けに、モデル生物に加え、これまで分子生物学、分子遺伝学的還元
のできなかった非モデル生物を材料として、(1)	植物細胞の分裂軸決定機構、(2)	
多能性幹細胞形成維持機構、(3)	陸上植物の発生、(4)	植物の食虫性、(5)	植物の
運動を個別な研究対象として、それらから得られた結果を総合し、新規複合形質
がどのように進化しうるかのメカニズムを描き出すことを目指している。（詳細は	
http://www.nibb.ac.jp/evodevo）。
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動物細胞と植物細胞の違いはどうして生じたのか
 細胞の基本的性質の違いは、多細胞生物の違いを生み出す
源である。細胞分裂・伸長は微小管をはじめとする細胞骨格
系によって制御されている。タンパク質の管である微小管が
どのように生命現象へとつながっていくのか。物質と生命と
のギャップを解明したい。

分化細胞から幹細胞への転換機構
 ヒメツリガネゴケの葉は、切断すると葉細胞が幹細胞へと
転換する。この過程で遺伝的あるいはエピジェネティックな
たくさんの変化が必要であるが、どうして組織だった変化が
できるのか。しかも、STEMIN という遺伝子を働かせるだけ
で、葉細胞を幹細胞に変えられる。大きな変化をどうして１
つの遺伝子が引き起こせるのか。これは複合形質がどのよう
に進化するのかと同じ根を持つ問題に思える。
陸上植物の発生進化
 小葉類やコケ植物のゲノム解読、ヒメツリガネゴケにおけ
る発生進化研究などから、陸上植物の発生様式は、動物とは
異なり系統によって多様で、共通性がほとんど無いことがわ
かった。いくつかの証拠から、細胞分裂をどちらの方向に行
うかの制御機構の進化が、陸上植物の体制進化の共通の特徴
ではないかという仮説をたて、その仕組みと進化の解明を
行っている。
食虫植物の進化
 食虫植物が進化するには捕虫葉、消化酵素、吸収機構が複
合的に進化しなければならない。ムラサキヘイシソウの捕虫
葉は、通常の植物の持つ扁平な葉から葉の特定の部分の細胞
分裂方向を変化させることによって進化した可能性が高いこ
とがわかった。では、細胞分裂をどうやって変化させたのか。
フクロユキノシタで、温度によって通常葉と捕虫葉を作りわ
けさせることに成功し、比較解析が可能となった。さらに、
ハエトリソウは 30 秒以内に２回感覚毛を刺激すると閉じる
が、どのような仕組みで刺激を記憶しているのだろうか。ま
た、コモウセンゴケの動く触毛は葉のどこを変えることで進

化したのか。ゲノム解読と遺伝子改変によってこれらの謎を
解く。
オジギソウの運動の進化
 植物の運動機構の進化も多くの形質進化が必要である。我々
はオジギソウのゲノム解読と形質転換に成功したので、運動
機構を遺伝子改変技術を用いて解き明かしている。
陸上植物進化の最新知見を提供
 ２つのホームページで情報提供中 (http://www.nibb.
ac.jp/evodevo/tree/00_index.html と http://www.
nibb.ac.jp/plantdic/blog/）。

生物進化研究部門

図1.	タバコ培養細胞抽出液中で作らせた、分岐する微小管

図２.	オジギソウの運動機構、適応的意義はまだ解明されていない
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